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研究目的

期待される成果

新規近視予防・進行治療の開発に向けて
• 眼に存在する非視覚型オプシン（OPN3、OPN4、
OPN5）が近視進行抑制に関与するかを検証

• 光受容による眼を制御する神経回路の検証
• オプシン活性/神経回路に介入する光以外の
リガンドの探索・開発
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